
(57)【要約】
【課題】短い焼結時間で収縮率の小さい安定した品質の焼結体を得ることが出来る焼結性
に優れた合金粉末を提供する。
【解決手段】粒径８０～２５０μｍ：１２～１７％、粒径３０～８０未満μｍ：２５～３
０％、粒径３０μｍ未満：４０～４５％、残部２５０μｍ超に粒度調整されたことを特徴
とする焼結性に優れた合金粉末。また、上記合金粉末が、Ｆｅ基合金、Ｎｉ基合金、Ｃｏ
基合金、Ｃｕ基合金、Ｍｎ基合金のうち、１種以上であることを特徴とする焼結性に優れ
た合金粉末。
【選択図】　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
粒 径 ８ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ ： １ ２ ～ １ ７ ％ 、 粒 径 ３ ０ ～ ８ ０ 未 満 μ ｍ ： ２ ５ ～ ３ ０ ％ 、 粒 径 ３
０ μ ｍ 未 満 ： ４ ０ ～ ４ ５ ％ 、 残 部 ２ ５ ０ μ ｍ 超 に 粒 度 調 整 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 焼 結 性
に 優 れ た 合 金 粉 末 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 合 金 粉 末 の 収 縮 率 が ２ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 焼 結 性 に 優 れ た 合
金 粉 末 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 合 金 粉 末 が 、 Ｆ ｅ 基 合 金 、 Ｎ ｉ 基 合 金 、 Ｃ ｏ 基 合 金 、 Ｃ ｕ 基 合 金
、 Ｍ ｎ 基 合 金 の う ち 、 １ 種 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 焼 結 性 に 優 れ た 合 金 粉 末 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 寸 法 精 度 の 厳 し い 焼 結 部 品 に 関 し 、 例 え ば 、 ギ ヤ 、 軸 受 け 、 お よ び 電 子 部 品 等
に 使 用 さ れ る 寸 法 精 度 の 厳 し い 焼 結 部 品 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 Ｏ Ａ 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 関 連 分 野 さ ら に は 機 械 産 業 分 野 の メ カ ト ロ ニ ク ス 化 に 伴 い 、
小 型 高 性 能 な 複 雑 形 状 部 品 の ニ ー ズ が 高 ま り つ つ あ る 。 こ の よ う な 要 求 を 満 た す た め に 、
粉 末 冶 金 法 を 応 用 し て 、 成 型 と 焼 結 に よ り 製 造 す る こ と が 考 え ら れ て い る 。 こ の 焼 結 の メ
カ ニ ズ ム は 、 一 般 に 充 填 さ れ た 粉 末 に 熱 を 加 え る こ と で 粉 末 同 士 が 接 し た 部 分 の ネ ッ ク が
成 長 し て い き 焼 結 体 が で き る も の で あ る 。 し か し 、 焼 結 材 は 、 密 度 が 上 が り に く く 、 溶 製
材 と 比 較 し て 特 性 的 に 劣 っ て い る の が 現 状 で あ る 。 こ れ を 改 善 す る た め に 、 例 え ば 特 開 昭
６ ２ － １ ０ ３ ３ ４ ３ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に お い て は 、 平 均 粒 径 ６ ０ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の ガ ス
ア ト マ イ ズ 球 状 粉 末 を 圧 縮 成 形 し た 後 、 真 空 焼 結 し 、 Ｏ ２ 　 ０ ． ０ ２ ％ 以 下 と す る 鉄 － ニ
ッ ケ ル 系 軟 磁 性 焼 結 材 料 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 特 開 平 ５ － １ １ ７ ７ ２ １ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 開 示 し て い る よ う に 、 ガ ス ア ト マ
イ ズ 法 に よ り 得 ら れ た ８ ０ ～ ９ ５ 重 量 ％ 銅 － ５ ～ ２ ０ 重 量 ％ ク ロ ム 組 成 の 合 金 粉 体 に 、 粒
径 が １ ５ ０ μ ｍ 以 下 の 銅 粉 を ５ 重 量 ％ 以 上 ５ ０ 重 量 ％ 以 下 の 割 合 で 添 加 し 、 得 ら れ た 混 合
粉 末 を 加 圧 成 形 し 、 得 ら れ た 成 形 体 を 不 活 性 雰 囲 気 で 加 熱 し て 焼 結 さ せ た 電 極 材 料 の 製 造
方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ １ ） 特 許 文 献 １ （ 特 開 昭 ６ ２ － １ ０ ３ ３ ４ ３ 号 公 報 ）
（ ２ ） 特 許 文 献 ２ （ 特 開 平 ５ － １ １ ７ ７ ２ １ 号 公 報 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 特 許 文 献 １ ま た は 特 許 文 献 ２ の い ず れ も 、 粒 度 コ ン ト ロ ー ル さ れ て い な い 粉 末 、
ま た は 製 造 方 法 の た め に 、 粉 末 の 粒 度 分 布 に よ り 焼 結 の 進 行 に 変 化 が 生 じ た り 、 ま た 収 縮
に バ ラ ツ キ が 生 じ て 焼 結 体 の 寸 法 コ ン ト ロ ー ル が 難 し く 、 粉 末 の 特 性 で あ る 収 縮 率 が 増 大
し 、 寸 法 精 度 が 悪 く 、 ま た 焼 結 時 間 が 長 い 等 の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 し た 問 題 を 解 消 す る た め に 、 発 明 者 ら は 鋭 意 開 発 を 進 め た 結 果 、 焼 結 の 進 行 や 収 縮 率
に 最 適 な 粉 末 粒 度 を 制 御 す る こ と に よ り 、 短 い 焼 結 時 間 で 収 縮 率 の 小 さ い 安 定 し た 品 質 の
焼 結 体 を 得 る こ と が 出 来 る 焼 結 性 に 優 れ た 合 金 粉 末 を 提 供 す る も の で あ る 。 そ の 発 明 の 要
旨 と す る と こ ろ は 、
（ １ ） 粒 径 ８ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ ： １ ２ ～ １ ７ ％ 、 粒 径 ３ ０ ～ ８ ０ 未 満 μ ｍ ： ２ ５ ～ ３ ０ ％ 、
粒 径 ３ ０ μ ｍ 未 満 ： ４ ０ ～ ４ ５ ％ 、 残 部 ２ ５ ０ μ ｍ 超 に 粒 度 調 整 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
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焼 結 性 に 優 れ た 合 金 粉 末 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ ２ ） 前 記 （ １ ） 記 載 の 合 金 粉 末 の 収 縮 率 が ２ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 焼 結 性 に
優 れ た 合 金 粉 末 。
（ ３ ） 前 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） 記 載 の 合 金 粉 末 が 、 Ｆ ｅ 基 合 金 、 Ｎ ｉ 基 合 金 、 Ｃ ｏ 基 合 金
、 Ｃ ｕ 基 合 金 、 Ｍ ｎ 基 合 金 の う ち 、 １ 種 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 焼 結 性 に 優 れ た 合 金
粉 末 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
本 発 明 に お い て 、 粒 径 ８ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ ： １ ２ ～ １ ７ ％ 、 粒 径 ３ ０ ～ ８ ０ 未 満 μ ｍ ： ２ ５
～ ３ ０ ％ 、 粒 径 ３ ０ μ ｍ 未 満 ： ４ ０ ～ ４ ５ ％ 、 残 部 ２ ５ ０ μ ｍ 超 に 粒 度 調 整 し た 粉 末 を 加
熱 温 度 ７ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ ℃ の 範 囲 で ３ ～ ７ 時 間 焼 結 し た 場 合 は ネ ッ ク の 成 長 が 最 適 に 行 わ
れ 、 か つ 収 縮 性 を 極 め て 小 さ く お さ え る こ と が で き る 。 こ の 粒 径 粒 径 ８ ０ ～ ２ ５ ０ μ ｍ ：
１ ２ ～ １ ７ ％ 、 粒 径 ３ ０ ～ ８ ０ 未 満 μ ｍ ： ２ ５ ～ ３ ０ ％ 、 粒 径 ３ ０ μ ｍ 未 満 ： ４ ０ ～ ４ ５
％ 、 残 部 ２ ５ ０ μ ｍ 超 に 粒 度 調 整 し た 理 由 は 、 こ の 範 囲 を 外 れ る と 、 焼 結 時 間 が ７ 時 間 を
超 え 、 生 産 性 が 著 し く 低 下 す る 。 合 金 粉 末 の 収 縮 率 が ２ ０ ％ 以 下 と し た 理 由 は 、 合 金 粉 末
の 収 縮 率 が ２ ０ ％ を 超 え る と 、 焼 結 体 の 寸 法 コ ン ト ロ ー ル が 難 し く な り 、 ま た 、 収 縮 率 の
バ ラ ツ キ も 大 き く な る た め 、 寸 法 精 度 が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 合 金 粉 末 と し て は 、 Ｆ ｅ 基 合 金 、 Ｎ ｉ 基 合 金 、 Ｃ ｏ 基 合 金 、 Ｃ ｕ 基 合
金 、 Ｍ ｎ 基 合 金 の う ち １ 種 以 上 で あ る 。 具 体 的 に は 、 Ｆ ｅ 基 合 金 と し て は 粉 末 ハ イ ス （ Ｆ
ｅ － １ ． ３ Ｃ － ４ Ｃ ｒ － ５ Ｍ ｏ － ３ Ｖ － ６ Ｗ － ８ Ｃ ｏ ） 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ Ｌ （ Ｆ ｅ － １ ３ Ｎ
ｉ － １ ７ Ｃ ｒ － ２ Ｍ ｏ ） 等 、 Ｎ ｉ 基 合 金 と し て は 、 Ｐ Ｈ Ｃ （ Ｎ ｉ － １ ６ Ｃ ｒ － １ ６ Ｍ ｏ －
３ ． ５ Ｗ － ６ ． ５ Ｆ ｅ ） 等 、 Ｃ ｏ 基 合 金 と し て は 、 Ｐ Ｓ ６ （ Ｃ ｏ － １ ． １ Ｃ － ２ ９ Ｃ ｒ －
５ Ｗ ） 等 、 Ｃ ｕ 基 合 金 と し て は 、 Ｂ Ｃ ｕ Ｐ ２ （ Ｃ ｕ － ７ Ｐ ） 等 、 Ｍ ｎ 基 合 金 と し て は 、 Ｍ
ｎ Ａ ｌ Ｃ （ Ｍ ｎ － ３ ０ Ａ ｌ － ０ ． ５ Ｃ ） 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 に つ い て 実 施 例 に よ っ て 詳 細 に 説 明 す る 。
表 １ に 掲 げ る 粉 末 ハ イ ス 、 Ｓ Ｕ Ｓ ３ １ ６ Ｌ 、 Ｐ Ｈ Ｃ 、 Ｐ Ｓ ６ 、 Ｂ Ｃ ｕ Ｐ ２ 、 Ｍ ｎ Ａ ｌ Ｃ の
６ 種 に つ い て 、 ガ ス ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 し 、 篩 分 け し 計 量 し て 粒 度 調 整 し た 後 ブ レ ー
ド 付 混 合 機 に て 混 合 し た 後 、 梱 包 し て 出 荷 し 、 そ の 合 金 粉 末 を 焼 結 し 、 再 び 計 量 し た 後 金
型 に 充 填 し て プ レ ス 加 工 し 、 加 熱 、 保 持 後 取 り 出 し 、 検 査 工 程 で 検 査 を 行 な っ た 。 そ の 結
果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
表 １ に 示 す よ う に 、 Ｎ ｏ ． １ ～ １ ８ は 本 発 明 例 で あ り 、 Ｎ ｏ ． １ ９ ～ ３ ６ は 、 比 較 例 で あ
る 。 本 発 明 で の Ｎ ｏ ． １ ～ ６ 、 Ｎ ｏ ． ７ ～ １ ２ 、 Ｎ ｏ ． １ ３ ～ １ ８ は ６ 種 の 合 金 粉 末 を １
０ ０ ０ ～ ７ ５ ０ ｍ ｍ 、 ７ ５ ０ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ 、 ５ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ｍ ｍ 、 ２ ５ ０ ～ ８ ０ ｍ ｍ 、 ８
０ ～ ３ ０ ｍ ｍ 、 ３ ０ ｍ ｍ 以 下 に 区 分 し て そ れ ぞ れ の 割 合 に 混 合 し て 焼 結 後 の 収 縮 率 を 示 し
て い る 。 い ず れ も 収 縮 率 が 低 い こ と が 分 か る 。 こ れ に 対 し 、 比 較 例 に お い て も 本 発 明 例 と
同 様 に Ｎ ｏ ． １ ９ ～ ２ ４ 、 Ｎ ｏ ． ２ ５ ～ ３ ０ 、 Ｎ ｏ ． ３ １ ～ ３ ６ に お い て ６ 種 の 合 金 粉 末
を 各 粒 度 で そ れ ぞ れ の 混 合 割 合 で 焼 結 し た 後 の 収 縮 率 は い ず れ も 焼 結 時 間 が 長 い に も か か
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わ ら ず 収 縮 率 が ２ ０ ％ 以 上 と 本 発 明 よ り 高 い こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に よ る 粒 度 調 整 を 行 な う こ と に よ り 、 焼 結 時 間 が 短 縮 さ れ 、 か
つ 寸 法 精 度 に 優 れ た 焼 結 体 を 得 る こ と が 出 来 る 極 め て 優 れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
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